
行進
開会式 9:00

Ｎｏ プ　ロ　グ　ラ　ム 対　象 得点 分教室 開始予定時間

1 １００ｍ走(１年) 二団　１年 ○ ○ 9:35

2 １００ｍ走(２年) 二団　２年 ○ ○

3 １００ｍ走(３年) 二団　３年 ○ ○

4 ７５０ｍ 二団　男子 ○

5 棒引き 二団　女子 ○

6 ５人６脚リレー 二団　１年 〇 ○

7 綱引き 二団 ○

8 クラス対抗リレー１年 二団　１年 ○ ○

9 クラス対抗リレー２年 二団　２年 ○ ○

10 クラス対抗リレー３年 二団　３年 ○

11 全校生競技 全校生 ○

12 応援合戦 全校生 〇

13 マスゲーム 全校生

14 部活動リレー・紹介 各部活動 13:30

15 人間渡り橋 二団　２年 ○

16 俵挙げ 二団 ○ ○

17 パン食い競争 二団 ○ ○

18 登れ！わんぱく少年 二団　男子 ○

19 長縄跳び 二団　３年 ○ ○

20 団対抗リレー 二団 ○

15:10

平成30年度　鹿本商工高等学校　体育大会　プログラム

昼休み　12:30～13:25

（１）開会宣言　　　　　　　　（６）来賓紹介
（２）国旗掲揚並びに校旗掲揚　（７）競技場の注意
（３）校長挨拶　  　　　　　　（８）選手宣誓
（４）育友会会長挨拶　　　　　（９）準備体操
（５）生徒会長挨拶

閉会式
（１）成績発表　　（４）校歌斉唱
（２）表　彰　　　（５）国旗降納並びに校旗降納
（３）講　評　　　（６）閉会宣言

生徒会会長 竹下 颯人

昨年度本校は創立５０周年を迎え、記念式典を通して商工生としての誇りや

半世紀の歩みについて改めて自覚をすることができました。今年度は新たな半

世紀への第一歩。その想いを込めて、今回のスローガンを
ショウコウ

「半世紀の想いと共に、新たな勝光魂刻み込め」
としました。このスローガンを掲げ、全校生徒一同団結し、各競技でも全力で取

り組みます。新たな一歩を踏み出す商工生の姿をぜひともご覧下さい。

蒼団
＜団色＞ 蒼

＜構成＞ 商業科、電子機械科

＜団長＞ 石川 不動

私たち蒼団は優勝をつかみ取るため

に、日々の練習に励んできました。昨年、

一昨年と負けてしまい、悔しかったこと

を今でも忘れられません。

蒼団は学科の壁をなくし団結力を武

器にして「勝利」をつかみに行きます。こ

れまで築いてきた絆をさらに深め、優勝

し、笑顔で終えられるよう全力を尽くしま

す。そして、皆様にも「笑利（しょうり）」を

お届けします。

朱団
＜団色＞ 朱
＜構成＞ 情報管理科、機械科
＜団長＞ 手嶋 海翔

私たち朱団は「団“決”力」を大切にし、

自分たちでやるべきことを決め、様々な

ことに挑戦してきました。

今年も勝利し、３連覇を成し遂げます。

そして、これからの学校生活でも協力し

ていける仲間同士の「絆」をつくってみ

せます。

一生懸命頑張りますの応援よろしくお

願いします。

菊池支援学校 高等部山鹿分教室

私たち高等部山鹿分教室の今年度のテーマは「一心同体」です。複数の人が、心
も体も一つになるほど強く結びつくという意味です。新入生１１人が加わり、全校生徒
２７人になりました。みんな一心同体で力を合わせて、全力で競技に参加し分教室の
絆を深めたいと思います。
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